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研究成果の概要（和文）：　本研究プロジェクトは、わずか１年半の期間における探索的な研究プロジェクトで
あったにも関わらず、４２件の学術論文（内、査読付き論文：３１件、国際共著論文：２１件）、１２件の国際
学会での研究報告、４冊の英文研究書の出版という、大きな研究成果を上げることができた。また、環太平洋の
諸大学と共同して国際カンファレンスを開催し積極的な国際共同研究の推進に向けて努力を行った。さらに、研
究代表者の羽森が Journal of Risk and Financial Management の Guest Editor として、Special Issue "
Empirical Finance" の編集を行った。

研究成果の概要（英文）：　  Despite this research project being exploratory and lasting only 18 
months, its outcomes were substantial; it resulted in the publication of 42 academic papers (of 
which, 31 were peer-reviewed, and 21 had international co-authorship), 12 reports for international 
conferences, and four research books written in English.
    Strenuous efforts were also made to further international collaboration in research, with 
international conferences held jointly with a number of Pacific Rim universities. In addition, 
principal investigator  Professor Shigeyuki Hamori  was guest editor of a special issue of the 
Journal of Risk and Financial Management, entitled “Empirical Finance”.
 

研究分野： 計量経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究プロジェクトは、データサイエンスと経済学の融合のもと、「市場経済の持続的成長可能性」という観
点から、経済社会の様々な側面に対して、探索的な研究活動を行った。具体的には、以下のとおりである。
（１）環境・エネルギー問題、人口及び農業問題、及び途上国の貧困・格差、等に関して持続的成長の観点から
分析を行う。（２）金融リスクに代表される外的ショックに対するリスクの視覚化を行う。（３）市場経済の持
続可能性に関する独自の指数を作成し、各国の行政運営の一助とすることを目指す。学問としての経済学に対す
るデータサイエンスの活用はまだその途に就いたばかりであり、一定の社会的意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

経済学の定説によれば、経済を成長させることが豊かさにつながると考えられ，経済成長は
優先順位の高い政策課題とされてきた。しかし、現在の世界は、経済発展を妨げる様々な諸問
題・諸制約に直面し、こうした経済成長の持続可能性も問われている。具体的には、第１に、
自然災害・金融危機などの対外的な様々なリスクにさらされている。第２に、食料・環境等の
制約条件が経済成長の制約条件として存在する。第３に、人口・産業の集積と負荷の問題が存
在する。各国が、このような諸問題・諸制約に直面する状況のもとで、「如何にして様々なリス
クをコントロールしながら、持続的な経済成長を成し遂げるのか？」という点は今日の社会に
おいて重要な課題となっている。 

 

２．研究の目的 

社会の様々な場所や領域でデータの収集が行われ、その量は爆発的に増加している。そのよ
うな状況において、近年、データサイエンスの分析手法が急速に発展してきた。データサイエ
ンスに関しては、特に技術的な側面に注目が集まることが多いが、データサイエンスの本質は、
「データを可視化」し、「可視化されたデータに基づき価値創造を行う」点にある。 
経済学に代表される社会科学においては、発見された知見を積極的に社会に還元するという

重要な役割を有している。他方、学問としての経済学に対するデータサイエンスの活用は「ま
だその途に就いたばかりである。そこで、データサイエンスと経済学の融合のもと、本研究プ
ロジェクトでは、「市場経済の持続的成長可能性」という観点から、経済社会の様々な側面に対
して、データサイエンスの技術をどのように取り入れられるのか、探索的な研究活動を行う。 
具体的には、以下のとおりである。（１）環境・エネルギー問題、人口及び農業問題、及び途

上国の貧困・格差、等に関して持続的成長の観点から分析を行う。（２）金融リスクに代表され
る外的ショックに対するリスクの視覚化を行う。（３）市場経済の持続可能性に関する独自の指
数を作成し、各国の行政運営の一助とすることを目指す。 
 

３．研究の方法 

研究の方法としては、２つの特徴を有している。まず、データサイエンスを媒介とした 「文

理融合的な研究組織」に基づき、研究プロジェクトを推進した点である。メンバーを「市場経済

の持続的成長可能性に関するモデル開発」（中村・金京・竹内・衣笠・井上）、「市場経済の持

続的成長可能性に関するデータ解析」（羽森・有木・滝口・田中）「相互のチームの連携」 （羽

森・金京・田中）と分け、羽森、金京、田中が中心となって相互のチームの連携を取り合うこと

により、常時、グループ間の調整を行い、円滑な共同研究の遂行を進めてきた。 
次に、国際研究ネットワ―クの構築と積極的な成果公表である。研究代表者、研究分担者は、

各種ワークショップ、国際学会等で研究報告を行い、できるだけ多くの研究者のコメントを受
け、研究成果に改良を加えたうえで、海外の査読付き専門誌に投稿し、研究成果の公表を目指
した。このような試みにより、研究内容の質を高めるという効果があるだけでなく、本研究課
題に対して多くの研究者の興味・関心を引き付け、国際的な研究ネットワ―クを形成し、新た
な共同研究の可能性を広げるとことが可能となった。 
 
４．研究成果 
 本研究プロジェクトは、わずか１年半の期間における探索的な研究プロジェクトであったに
も関わらず、42 件の学術論文（内、査読付き論文：31 件、国際共著論文：21 件）、12 件の国際
学会での研究報告、4 冊の英文研究書の出版という、大きな研究成果を上げることができた。 
ハワイ大学マヌア校と協力し、国際カンファレンス(The International Conference on 

Applied Econometrics in Hawaii)を開催し、積極的な国際共同研究の推進に向けて努力を行っ
た。 
研究代表者の羽森が Journal of Risk and Financial Management の Guest Editor として、

Special Issue "Empirical Finance" の編集を行った。  
具体的な研究成果の例としては、以下のとおりである。 
(1) ある国・地域における金融の脆弱性を評価・視覚化できるシステマティックなフレーム

ワークを提唱した。ランダムフォレストと呼ばれる機械学習のアプローチを用い銀行の
失敗を予測する早期警戒システム（Early Warning System, EWS）を構築し、この予測に
基づいて銀行資産の期待潜在損失を数量化する新しい指数を提案した。これらの指数を
銀行部門全体で集計化することにより、ある国・地域における金融部門の脆弱性を示す
新しい尺度を導入した。さらに、国・地域における潜在的な金融リスクに焦点を当てる
金融ハザードマップ（Financial Hazard Map）を作成することにより、脆弱性の程度を
視覚化することに成功した。この金融ハザードマップは、金融リスクに対して脆弱な国・
地域を見つけ、リスクの地理的な分布を理解するために有益である。(Tanaka, Kinkyo, 
and Hamori, 2018) 

(2) 機械学習の分野において画像処理によく用いられる「畳込みニューラルネットワーク」
（Convolutional Neural Network, CNN）を用い、原油先物価格の短期的な予測の問題に
関する分析を行った。人工知能に基づく深層学習アプローチに基づくモデルは、ベンチ



マークとして用いられたナイーブな予測モデルよりも、予測精度が高いことが明らかと
なった。さらに、インプットとして行列入力を行う CNN に基づくモデルは、インプット
としてスカラー入力を行う深層学習に基づくモデルよりも精度の高い予測結果を得るこ
とが明らかとなった。このことは、インプットの依存性を強化し、より多くの情報量を
与えることにより、短期的な予測パフォーマンスを改善できることを示している。(Luo, 
Cai, Tanaka, Takiguchi, Kinkyo, and Hamori, 2019) 

(3) 発展途上国における金融発展(financial development)と送金(remittance)が貧困削減
に与える影響の相互作用に関して実証的に分析を行った。1980 年から 2013 年にわたる
120 か国の発展途上国のデータを用いて分析を行った結果、金融発展と送金流入が貧困
状況を改善するうえで有効であることが明らかとなった。さらに、貧困削減過程におい
て送金は金融発展を代替することが明らかとなった。したがって、発展途上国は、それ
ぞれの状況に応じて、貧困削減戦略のために対内的または対外的な金融資源を振り向け
るべきである。Inoue (2018) 

(4) 「大都市の持続的成長可能性」に関する新たな総合指標（sustainability index）を
「population」「productivity」「parity」という「３P」の観点から作成し、シンガポー
ルを対象としてケーススタディを行った。その結果、「population」の側面に関しては持
続的成長可能性に関して大きな変化が見られないが、「productivity」の側面に関しては
持続的成長可能性に向けて徐々に進展が見られることが明らかとなった。さらに、
「parity」の側面に関しては、2002 年以前は持続的成長に向けた動きがみられたが、そ
の後 2012 年までの不安定な時期を経て、2012 年以降は再び上昇トレンドが明らかとな
った。政策当局としては、シンガポールにおいて持続的成長を維持するためには、人口
の大きさを適切にコントロールし、環境側面に関する政府予算の増加に関心を持つべき
ことが明らかとなった。(Chang, Fang, Hamori, and Chow, 2018) 
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